
(57)【要約】

【課題】運転停止後、膜電極体１１の表面や内部を確実

に乾燥状態に制御できるようにする。

【解決手段】電解質膜１１１の両側に触媒層１１２、１

１３が配置された膜電極体１１と、膜電極体１１を挟持

するセパレータ１２、１３とを備え、膜電極体１１とセ

パレータ１２、１３との間に、水素および酸素を流通さ

せる通路１４、１５が形成された燃料電池システムにお

いて、セパレータ１２、１３における膜電極体１１と対

向する面に、水分を吸着する吸水部材１６を配置する。

これによると、膜電極体１１に近接して吸水部材１６を

配置しているため、燃料電池の運転を停止した際には、

膜電極体１１の表面や内部に存在する水分を確実に吸着

することができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 素 と 酸 素 と の 電 気 化 学 反 応 に よ り 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す る セ ル （ １ ） を 複 数 枚 積 層 し
た 燃 料 電 池 を 有 し 、
前 記 セ ル （ １ ） は 、 電 解 質 膜 （ １ １ １ ） の 両 側 に 触 媒 層 （ １ １ ２ 、 １ １ ３ ） が 配 置 さ れ た
膜 電 極 体 （ １ １ ） と 、 前 記 膜 電 極 体 （ １ １ ） を 挟 持 す る セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３ ） と を 備
え 、
前 記 膜 電 極 体 （ １ １ ） と 前 記 セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３ ） と の 間 に 、 前 記 水 素 お よ び 前 記 酸
素 を 流 通 さ せ る 通 路 （ １ ４ 、 １ ５ ） が 形 成 さ れ た 燃 料 電 池 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３ ） に お け る 前 記 膜 電 極 体 （ １ １ ） と 対 向 す る 面 に 、 水 分 を 吸
着 す る 吸 水 部 材 （ １ ６ ） が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
水 素 と 酸 素 と の 電 気 化 学 反 応 に よ り 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す る セ ル （ １ ） を 複 数 枚 積 層 し
た 燃 料 電 池 を 有 し 、
前 記 セ ル （ １ ） は 、 電 解 質 膜 （ １ １ １ ） の 両 側 に 触 媒 層 （ １ １ ４ 、 １ １ ５ ） が 配 置 さ れ た
膜 電 極 体 （ １ １ ） と 、 前 記 膜 電 極 体 （ １ １ ） を 挟 持 す る セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３ ） と を 備
え 、
前 記 膜 電 極 体 （ １ １ ） と 前 記 セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３ ） と の 間 に 、 前 記 水 素 お よ び 前 記 酸
素 を 流 通 さ せ る 通 路 （ １ ４ 、 １ ５ ） が 形 成 さ れ た 燃 料 電 池 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 膜 電 極 体 （ １ １ ） に 、 水 分 を 吸 着 す る 吸 水 部 材 （ １ １ ４ 、 １ １ ５ ） が 配 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 吸 水 部 材 （ １ ６ 、 １ １ ４ 、 １ １ ５ ） は 、 低 温 域 で は 水 分 を 吸 着 し 、 高 温 域 で は 水 分 を
脱 離 す る 特 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 水 素 と 酸 素 と の 電 気 化 学 反 応 に よ り 発 電 を 行 う 燃 料 電 池 を 備 え る 燃 料 電 池 シ ス
テ ム に 関 す る も の で 、 車 両 、 船 舶 及 び ポ ー タ ブ ル 発 電 器 等 の 移 動 体 に 適 用 し て 有 効 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 燃 料 電 池 は 、 水 素 と 酸 素 と の 電 気 化 学 反 応 に よ り 発 電 を 行 う セ
ル を 複 数 枚 積 層 し て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の セ ル は 、 電 解 質 膜 の 両 側 に 触 媒 が 配 置 さ
れ た 膜 電 極 体 と 、 膜 電 極 体 を 挟 持 す る セ パ レ ー タ と を 備 え 、 膜 電 極 体 と セ パ レ ー タ と の 間
に 、 水 素 お よ び 酸 素 を 流 通 さ せ る 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で は 化 学 反 応 に よ り 水 が 必 ず 生 成 さ れ 、 燃 料 電 池 に よ る 発 電 が 安 定
し て 持 続 し て い る 運 転 状 態 で は 、 生 成 水 は 化 学 反 応 熱 に よ り 気 体 あ る い は 液 体 状 態 に て 存
在 す る 。 し か し 、 燃 料 電 池 に よ る 発 電 を 停 止 す る と 、 上 記 の 生 成 水 は 膜 電 極 体 の 表 面 や 内
部 に 滞 留 す る こ と に な り 、 雰 囲 気 温 度 が 氷 点 下 ま で 低 下 す る と 、 膜 電 極 体 の 表 面 や 内 部 に
て 氷 結 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 電 気 化 学 反 応 場 で あ る 膜 電 極 体 の 触 媒 上 で 氷 結 し た 場 合 、 燃 料 で あ る 水 素 や 酸 素
を 膜 電 極 体 に 供 給 し て も 電 気 化 学 反 応 は 起 こ ら な い 。 ま た 、 膜 電 極 体 の 電 解 質 膜 内 部 で 氷
結 し た 場 合 、 触 媒 に て 水 素 が プ ロ ト ン と 電 子 に 分 解 さ れ て も 、 プ ロ ト ン は 電 解 質 膜 内 を 移
動 で き な い の で 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を 取 り 出 す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 っ て 、 氷 点 下 雰 囲 気 に お い て 、 膜 電 極 体 の 表 面 お よ び 内 部 に て 氷 結 し た 水 を 何 ら か の 方
法 で 融 解 し た 後 に 水 素 や 酸 素 を 供 給 し て 電 気 エ ネ ル ギ ー を 取 り 出 す こ と に な る 。 と こ ろ が
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、 燃 料 電 池 を 車 両 用 と し て 用 い る 場 合 に は 、 あ ら ゆ る 環 境 下 に お け る 始 動 性 が 重 要 で あ る
が 、 膜 電 極 体 の 表 面 や 内 部 に て 氷 結 し た 水 を 融 解 す る 時 間 の 分 だ け 始 動 性 が 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 融 解 に か か る 時 間 を 省 い て 低 温 起 動 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 運 転 停 止 後 に 燃 料 電
池 内 部 の 水 分 を 除 去 す る よ う に し た シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 水 素 あ る い
は 酸 素 の 供 給 ラ イ ン 内 に 三 方 切 替 弁 と 水 分 吸 着 部 を 設 け 、 こ の 水 分 吸 着 部 に よ り 運 転 停 止
後 に 燃 料 電 池 内 部 の 水 分 を 除 去 す る よ う に し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ８ ４ ２ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た シ ス テ ム に お い て は 、 水 分 吸 着 部 は 水 素 や 酸
素 の 供 給 ラ イ ン を 構 成 す る 配 管 内 に 設 け ら れ て お り 、 換 言 す る と 、 水 分 吸 着 部 は 燃 料 電 池
の 外 部 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ こ で 、 例 え ば 車 両 用 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 場 合 、 上 記 の 配 管 の 内 径 は １ イ ン チ （ ２ ５ ．
４ ｍ ｍ ） 程 度 で あ り 、 一 方 、 セ ル 内 部 の 通 路 の 隙 間 す な わ ち 膜 電 極 体 と セ パ レ ー タ と の 隙
間 は 数 百 μ ｍ 程 度 で あ る 。 そ し て 、 燃 料 電 池 内 部 に 数 百 枚 積 層 さ れ た そ れ ぞ れ の セ ル の 内
部 に 存 在 す る 水 分 を 水 分 吸 着 部 に よ り 除 去 す る た め に は 、 セ ル 内 部 の 水 分 は 、 相 対 的 に 非
常 に 狭 い セ ル 内 部 の 空 間 を 移 動 し て 、 広 い 空 間 に 設 置 さ れ た 水 分 吸 着 部 に 到 達 し な け れ ば
な ら な い 。 従 っ て 、 セ ル 内 部 の 水 分 を 水 分 吸 着 部 に よ り 確 実 に 除 去 す る こ と は 困 難 で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 水 分 吸 着 部 は 、 膜 電 極 体 の 表 面 や 内 部 に 存 在 す る 水 分 を 吸 着 す る 前 に 、 配 管 内 に 存
在 す る 水 分 を 先 に 吸 着 す る の で 、 凍 結 を 防 止 す べ き 膜 電 極 体 の 表 面 や 内 部 を 良 好 に 乾 燥 さ
せ る 効 果 は 低 減 し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 水 分 吸 着 部 は 水 素 や 酸 素 の 供 給 ラ イ ン に 設 け ら れ て い る が 、 搭 載 ス ペ ー ス の 限 ら
れ た 車 両 で は 、 搭 載 が 困 難 に な る こ と も 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 運 転 停 止 後 、 膜 電 極 体 の 表 面 や 内 部 を 効 果 的 に 乾 燥 状 態 に
制 御 で き る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 水 素 と 酸 素 と の 電 気 化 学 反 応 に よ
り 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す る セ ル （ １ ） を 複 数 枚 積 層 し た 燃 料 電 池 を 有 し 、 セ ル （ １ ） は
、 電 解 質 膜 （ １ １ １ ） の 両 側 に 触 媒 層 （ １ １ ２ 、 １ １ ３ ） が 配 置 さ れ た 膜 電 極 体 （ １ １ ）
と 、 膜 電 極 体 （ １ １ ） を 挟 持 す る セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３ ） と を 備 え 、 膜 電 極 体 （ １ １ ）
と セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３ ） と の 間 に 、 水 素 お よ び 酸 素 を 流 通 さ せ る 通 路 （ １ ４ 、 １ ５ ）
が 形 成 さ れ た 燃 料 電 池 シ ス テ ム に お い て 、 セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３ ） に お け る 膜 電 極 体 （
１ １ ） と 対 向 す る 面 に 、 水 分 を 吸 着 す る 吸 水 部 材 （ １ ６ ） が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ れ に よ る と 、 膜 電 極 体 に 近 接 し て 吸 水 部 材 を 配 置 し て い る た め 、 燃 料 電 池 の 運 転 を 停 止
し た 際 に は 、 膜 電 極 体 の 表 面 や 内 部 に 存 在 す る 水 分 を 確 実 に 吸 着 し て 、 膜 電 極 体 の 表 面 や
内 部 を 効 果 的 に 乾 燥 状 態 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 吸 水 部 材 は セ ル 内 に 配 置 さ れ る た め 、 シ ス テ ム の 大 型 化 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 水 素 と 酸 素 と の 電 気 化 学 反 応 に よ り 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す
る セ ル （ １ ） を 複 数 枚 積 層 し た 燃 料 電 池 を 有 し 、 セ ル （ １ ） は 、 電 解 質 膜 （ １ １ １ ） の 両
側 に 触 媒 層 （ １ １ ４ 、 １ １ ５ ） が 配 置 さ れ た 膜 電 極 体 （ １ １ ） と 、 膜 電 極 体 （ １ １ ） を 挟
持 す る セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３ ） と を 備 え 、 膜 電 極 体 （ １ １ ） と セ パ レ ー タ （ １ ２ 、 １ ３
） と の 間 に 、 水 素 お よ び 酸 素 を 流 通 さ せ る 通 路 （ １ ４ 、 １ ５ ） が 形 成 さ れ た 燃 料 電 池 シ ス
テ ム に お い て 、 膜 電 極 体 （ １ １ ） に 、 水 分 を 吸 着 す る 吸 水 部 材 （ １ １ ４ 、 １ １ ５ ） が 配 置
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ れ に よ る と 、 膜 電 極 体 に 吸 水 部 材 を 配 置 し て い る た め 、 燃 料 電 池 の 運 転 を 停 止 し た 際 に
は 、 膜 電 極 体 の 表 面 や 内 部 に 存 在 す る 水 分 を 確 実 に 吸 着 し て 、 膜 電 極 体 の 表 面 や 内 部 を 効
果 的 に 乾 燥 状 態 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 吸 水 部 材 は セ ル 内 に 配 置 さ れ る た め 、 シ ス テ ム の 大 型 化 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で は 、 吸 水 部 材 （ １ ６ 、 １ １ ４ 、 １ １ ５ ） は 、 低 温 域 で は 水 分 を 吸
着 し 、 高 温 域 で は 水 分 を 脱 離 す る 特 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ れ に よ る と 、 燃 料 電 池 の 運 転 開 始 に よ り セ ル 内 の 温 度 が 上 昇 す る と 、 吸 水 部 材 に 吸 着 さ
れ て い た 水 分 が 脱 離 し 、 そ の 脱 離 し た 水 分 に よ り 膜 電 極 体 を 湿 潤 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 上 記 各 手 段 の 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関 係
を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ 、 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 燃 料 電 池 に お け る
セ ル の 構 成 を 示 し て お り 、 こ の 燃 料 電 池 を 備 え る 燃 料 電 池 シ ス テ ム は 、 燃 料 電 池 を 電 源 と
し て 走 行 す る 電 気 自 動 車 （ 燃 料 電 池 車 両 ） に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ に お い て 、 燃 料 電 池 は 、 水 素 と 酸 素 と の 電 気 化 学 反 応 を 利 用 し て 電 力 を 発 生 す る も の
で 、 本 実 施 形 態 で は 燃 料 電 池 と し て 固 体 高 分 子 電 解 質 型 燃 料 電 池 を 用 い て お り 、 基 本 単 位
と な る セ ル １ が 複 数 個 積 層 さ れ 、 且 つ 電 気 的 に 直 列 接 続 さ れ て い る 。 燃 料 電 池 で は 、 水 素
お よ び 空 気 （ 酸 素 ） が 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 以 下 の 水 素 と 酸 素 の 電 気 化 学 反 応 が 起 こ り
電 気 エ ネ ル ギ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 燃 料 極 側 ） Ｈ ２ → ２ Ｈ ＋ ＋ ２ ｅ －

（ 空 気 極 側 ） ２ Ｈ ＋ ＋ １ ／ ２ Ｏ ２ 　 ＋ ２ ｅ － → Ｈ ２ Ｏ
セ ル １ は 、 電 解 質 膜 １ １ １ の 側 面 に 燃 料 極 触 媒 層 １ １ ２ と 空 気 極 触 媒 層 １ １ ３ と が 配 置 さ
れ た 膜 電 極 体 （ い わ ゆ る 、 Ｍ Ｅ Ａ ） １ １ 、 お よ び 、 こ の 膜 電 極 体 １ １ を 挟 持 す る 第 １ 、 第
２ セ パ レ ー タ １ ２ 、 １ ３ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
膜 電 極 体 １ １ は 、 よ り 詳 細 に は 、 電 解 質 膜 １ １ １ の 表 面 に 、 導 電 体 で あ る 炭 素 と 電 気 化 学
反 応 を 促 進 す る 白 金 等 の 触 媒 と を 設 け 、 さ ら に そ の 上 層 に 、 導 電 体 で 且 つ 液 体 水 分 保 持 性
能 を 有 す る カ ー ボ ン ク ロ ス を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 １ セ パ レ ー タ １ ２ と 燃 料 極 触 媒 層 １ １ ２ は 数 百 μ ｍ の 隙 間 を も っ て 対 向 配 置 さ れ て お り
、 こ れ に よ り 、 水 素 を 流 通 さ せ る 水 素 通 路 １ ４ が 、 第 １ セ パ レ ー タ １ ２ と 燃 料 極 触 媒 層 １
１ ２ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ セ パ レ ー タ １ ３ と 空 気 極 触 媒 層 １ １ ３ も 数 百 μ
ｍ の 隙 間 を も っ て 対 向 配 置 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 空 気 を 流 通 さ せ る 空 気 通 路 １ ５ が 、
第 ２ セ パ レ ー タ １ ３ と 空 気 極 触 媒 層 １ １ ３ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 各 セ パ レ ー タ １ ２ 、 １ ３ に お け る 触 媒 層 １ １ ２ 、 １ １ ３ と 対 向 す る 面 に は 、 水 分 を
吸 着 す る 吸 水 部 材 １ ６ が 担 持 さ れ て い る 。 こ の 吸 水 部 材 １ ６ の 素 材 と し て 、 本 例 で は 微 小
粉 末 の 親 水 性 の ゼ オ ラ イ ト を 用 い て い る 。 図 ２ は 、 こ の ゼ オ ラ イ ト の 温 度 と 水 分 吸 着 量 と
の 関 係 を 示 す も の で 、 低 温 域 で は 水 分 を 吸 着 し 、 高 温 域 で は 水 分 を 脱 離 す る 特 性 を 有 す る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の ゼ オ ラ イ ト と バ イ ン ダ ー と 呼 ば れ る 接 着 剤 と を 混 合 し た 溶 液 に 、 セ パ レ ー タ １ ２ 、 １
３ を 含 漬 し た り 、 あ る い は 、 上 記 の 溶 液 を セ パ レ ー タ １ ２ 、 １ ３ に 吹 き 付 け た り し た 後 、
焼 成 等 の 乾 燥 工 程 を １ 回 な い し 数 回 繰 り 返 し て 吸 水 部 材 １ ６ の 層 を 形 成 す る 。 な お 、 乾 燥
工 程 に お け る 要 求 温 度 は バ イ ン ダ ー の 特 性 に よ り 決 ま る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
セ パ レ ー タ １ ２ 、 １ ３ は 、 乾 燥 工 程 の 温 度 に 耐 え 得 る こ と と 、 吸 水 部 材 １ ６ を 担 持 す る 面
の 表 面 粗 さ が 重 要 に な っ て く る 。 そ こ で 、 セ パ レ ー タ １ ２ 、 １ ３ の 材 質 と し て 、 耐 熱 性 の
Ｓ Ｕ Ｓ （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ 等 ） を 用 い れ ば 、 バ イ ン ダ ー の 種 類 に か か わ ら ず 乾 燥 工 程 の 温 度 に
耐 え る こ と が で き る 。 ま た 、 通 常 、 Ｓ Ｕ Ｓ は ５ ０ Ｚ 程 度 の 表 面 粗 さ で あ る が 、 ゼ オ ラ イ ト
の 担 持 を 良 好 に す る た め に 、 担 持 面 に エ ッ チ ン グ 処 理 を 施 し て お く こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
一 方 、 常 温 ～ １ ０ ０ ℃ 程 度 の 雰 囲 気 温 度 で 乾 燥 す る バ イ ン ダ ー を 用 い れ ば 、 セ パ レ ー タ １
２ 、 １ ３ を カ ー ボ ン 系 の 材 料 に て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 上 記 構 成 の 燃 料 電 池 の 作 動 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
セ ル １ の 温 度 が ８ ０ ℃ 程 度 に 制 御 さ れ て い る 通 常 運 転 時 に は 、 図 ２ の 特 性 を 有 す る 吸 水 部
材 １ ６ は ほ と ん ど 水 分 を 吸 着 す る こ と は な く 、 乾 燥 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ し て 、 こ の 通 常 運 転 の 後 に 運 転 を 停 止 し た 場 合 、 燃 料 電 池 は 外 気 に よ り 自 然 冷 却 さ れ る
。 こ の 冷 却 に 伴 っ て 吸 水 部 材 １ ６ の 温 度 が 低 下 す る と 、 吸 水 部 材 １ ６ が 水 分 吸 着 性 能 を 発
揮 す る の で 雰 囲 気 中 の 水 分 は 吸 水 部 材 １ ６ に 吸 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ こ で 、 吸 水 部 材 １ ６ は 、 膜 電 極 体 １ １ に 対 向 し て 配 置 さ れ て お り 、 し か も 膜 電 極 体 １ １
の 表 面 か ら 数 百 μ ｍ だ け 離 れ た 極 め て 近 い 位 置 に あ る た め 、 膜 電 極 体 １ １ の 表 面 や 内 部 に
存 在 す る 水 分 が 吸 水 部 材 １ ６ に 確 実 に 吸 着 さ れ 、 セ ル １ の 温 度 が 氷 点 下 に 達 す る 時 点 で は
、 膜 電 極 体 １ １ の 表 面 や 内 部 を 確 実 に 乾 燥 状 態 に す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 氷 点 下 雰 囲
気 に お け る 膜 電 極 体 １ １ の 表 面 や 内 部 で の 氷 結 を 防 止 す る こ と が で き 、 氷 点 下 雰 囲 気 で の
燃 料 電 池 の 始 動 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 燃 料 電 池 の 運 転 開 始 に よ り セ ル １ 内 の 温 度 が 上 昇 す る と 、 吸 水 部 材 １ ６ に 吸 着 さ れ
て い た 水 分 が 脱 離 し て 吸 水 部 材 １ ６ が 再 生 さ れ る と 共 に 、 そ の 脱 離 し た 水 分 に よ り 膜 電 極
体 １ １ を 湿 潤 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 吸 水 部 材 １ ６ は セ ル １ 内 に 配 置 さ れ る た め 、 シ ス テ ム の 大 型 化 を 回 避 す る こ と が で
き る 。 従 っ て 、 搭 載 ス ペ ー ス の 限 ら れ た 車 両 用 燃 料 電 池 シ ス テ ム に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 、 第 ２ セ パ レ ー タ １ ２ 、 １ ３ の い ず れ に も 吸 水 部 材 １ ６ を 設
け た が 、 第 １ 、 第 ２ セ パ レ ー タ １ ２ 、 １ ３ の い ず れ か 一 方 の み に 吸 水 部 材 １ ６ を 設 け る よ
う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 は 、 上 記 第 １ 実 施 形
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態 に お け る 吸 水 部 材 の 位 置 を 変 更 し た も の で あ る 。 な お 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 若 し く は 均
等 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 燃 料 極 触 媒 層 １ １ ４ と 空 気 極 触 媒 層 １ １ ５ は 、 炭 素 、 触
媒 、 お よ び 吸 水 部 材 の 素 材 （ 本 例 で は 、 微 小 粉 末 の ゼ オ ラ イ ト ） を 混 合 し た も の で 形 成 さ
れ て お り 、 従 っ て 、 こ れ ら の 触 媒 層 １ １ ４ 、 １ １ ５ は 吸 水 部 材 を 兼 ね る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
な お 、 触 媒 層 １ １ ４ 、 １ １ ５ は 、 次 の よ う に し て 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 炭 素 と 触 媒 と ゼ
オ ラ イ ト と 液 体 状 の 電 解 質 と を 混 合 し 、 こ の 液 体 状 の 電 解 質 を バ イ ン ダ ー と し て 利 用 し て
、 そ の 混 合 物 を 電 解 質 膜 １ １ １ の 表 面 に 塗 布 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 運 転 停 止 後 の セ ル １ 内 の 温 度 低 下 に 伴 い 、 触 媒 層 １ １ ４ 、 １ １ ５ の
ゼ オ ラ イ ト に 、 膜 電 極 体 １ １ の 表 面 や 内 部 に 存 在 す る 水 分 が 確 実 に 吸 着 さ れ る 。 従 っ て 、
氷 点 下 雰 囲 気 に お け る 膜 電 極 体 １ １ の 表 面 や 内 部 で の 氷 結 を 防 止 す る こ と が で き 、 氷 点 下
雰 囲 気 で の 燃 料 電 池 の 始 動 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 燃 料 電 池 の 運 転 開 始 に よ り セ ル １ 内 の 温 度 が 上 昇 す る と 、 ゼ オ ラ イ ト に 吸 着 さ れ て
い た 水 分 が 脱 離 し 、 そ の 脱 離 し た 水 分 に よ り 膜 電 極 体 １ １ を 湿 潤 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 触 媒 層 １ １ ４ 、 １ １ ５ が 吸 水 部 材 を 兼 ね る た め 、 シ ス テ ム の 大 型 化 を 回 避 す る こ と
が で き る 。 従 っ て 、 搭 載 ス ペ ー ス の 限 ら れ た 車 両 用 燃 料 電 池 シ ス テ ム に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 燃 料 極 触 媒 層 １ １ ４ お よ び 空 気 極 触 媒 層 １ １ ５ の い ず れ に も 吸 水
部 材 の 素 材 を 混 合 し た が 、 燃 料 極 触 媒 層 １ １ ４ お よ び 空 気 極 触 媒 層 １ １ ５ の い ず れ か 一 方
の み に 吸 水 部 材 の 素 材 を 混 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 他 の 実 施 形 態 ）
上 記 各 実 施 形 態 で は 、 吸 水 部 材 の 素 材 と し て ゼ オ ラ イ ト を 用 い た が 、 シ リ カ ゲ ル を 用 い て
も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の 燃 料 電 池 に お け る 要 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 吸 水 部 材 １ ６ の 温 度 と 水 分 吸 着 量 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 燃 料 電 池 に お け る 要 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … セ ル 、 １ １ … 膜 電 極 体 、 １ ２ 、 １ ３ … セ パ レ ー タ 、 １ ４ 、 １ ５ … 通 路 、
１ ６ … 吸 水 部 材 、 １ １ １ … 電 解 質 膜 、 １ １ ２ 、 １ １ ３ … 触 媒 層 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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